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慶長 4 年（1599 年）建立。瀬戸内海に浮かぶ大
だい
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の神社の流れをくむ。 

山
やま

祇
づみ

は山持ちを意味し、山々の精霊を総支配する神を指している。境内にえびす神

社がある。 

＜住居跡＞ 

(＊１) 弧兎祭／むかし狐

や兎が作物を荒らすため、

殺して供養した祭。 

 

(＊２) 夜山の峠／岩上

と矢口の境界にあり、大変

寂しい交通の難所として知

＜えびす神社＞ 

＜土器棺墓＞ 

土器を棺に使った

墓。主に乳児用と

考えられており、

中から人骨が見つ

かっている。 

＊遺跡は埋め戻され、現在その姿

を確認することはできない。立ち

入り不可。 

＊写真提供：広島市文化財団 


